

授業名称：介護・福祉分野におけるGIS活用推進に向けて
シ　ラ　バ　ス

概要：

本プログラムにおいて、受講者が獲得した知識・スキルを通じて、受講者は自らの所属する地方公共団体において実際にGISを活用し、業務の高度化・効率化を進めることが期待される。ここでは、受講者同士のディスカッションを行い、業務におけるGISの活用可能性の理解を深め、研修終了後、各参加者の団体においてGISの活用を推進していくためのステップを検討する。
学習目標：

①ディスカッションを通じ、介護・福祉業務におけるGISの活用可能性を理解する。

②ディスカッションを通じ、各参加者の団体においてGISの活用を推進するためのステップを整理する。
③ディスカッションを通じ、本研修プログラムの教材を用いて受講者が庁内研修・勉強会を実施していくにあたっての課題と必要な支援を理解する。

④ディスカッションの発表を聞き、各団体の悩みを共有し、相談の人的ネットワークを構築する。
受講対象：

①地方公共団体等で介護・福祉業務に従事している者

②情報部門でGISの導入・利活用推進を担当している者

③防災部門で高齢者等の要援護者向け災害対策を担当している者

④まちづくり部門で福祉関連施設の整備等で福祉部門との連携が必要な者

⑤その他、地方公共団体におけるGISの活用に関心のある者
教育手法：

グループディスカッション
担当講師及び講師の必要要件：

地方公共団体における介護・福祉業務の概要や、GISの活用推進にあたっての手順、課題、対応方策に理解のある者
参考資料：

(1)地方公共団体における地理空間情報の活用の手引き（庁内の共用編）
http://www.mlit.go.jp/kokudokeikaku/gis/gis/gis_kyoku_tebiki.html
キーワード：

GIS活用推進手順、GIS活用方法と課題
PAGE  

1

